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■

井

ふ

二

種
の

租
税
が

併
課
せ

ら

れ
､

食
紅
の

所

得
及
び

個

人
の

所

得
の

･+

個
人
が

う

け
る

配
雷
金
に

¢
一

度
法
人
税
が

課
せ

ら

れ

た

後
､

さ

ら

個
人
所

得
と
の

間
に

二

重

課
税

と
い

ふ

現

象
が

お

こ

る
｡

こ

の

規

褒

み

ら

れ
る

も
の

で

あ

る
｡

倉
敢
の

個
々

の

具

餞
的
財
産
と
そ

れ

を

代

る
｡

こ

れ
に

閲
す
る

首
香
に

つ

い

て

は
､

各

国
の

畢
界
､

敦

治
界
､

合
に

問
題
外

と
し
､

所

得
課
税
の

場
合
の

み

に

つ

い

て

取

扱
ふ
｡

目

的
と

す
る

個
人
の

単
な

る

集
合
と

解
す
る

注
入

擬
制
詮
を

と
る

か
､

...

脛

瞥
単

位
と

す
る

法

人
賓
巷

説
を

と
る

か

に

よ

つ

て
､

答
は

自
ら

具

重

課
税
に

反
射
し
､

賓
客

詮
を

L
る

も
の
■
は
二

重

課
税

を

常
然
の

事

､

そ
の

性

質
は

必

ず
し

阜
同
一

で

は
･

芝
｡

少

数
の

近

東
者
の

み

ょ

甜



十
■
浄

蔽
.
薯

■

号
音
+

ハ

巷

∴

空
(

蓉

･■
り
■
戌
各

倉
敢
も

あ
れ

ぼ
､

■
多
数
の

株
主
せ

り

成
る

大
食
酷
も

あ
る
｡

′

前
者
は

そ

の

性

質
柱

組

合
に

近

ぐ

個
々

人
の

集
合
と
い

ふ

色
彩
が
つ

･

よ

く
､

後
者
ほ

猫
立
の

摩
韓
軍
使
と
い

ふ

歯
向
が

つ

よ

い

の

で

あ

る
｡

随
づ

て

こ

の

問
題
は
､

法
人
所

得
の

二

重

課
税
の

是
留
ま

た
･
は

香

∵

題
と
い

ふ

風
に

簡
革
に

は

解
決
の

得
な
い

の

で

あ
る
｡

法

人
の

性
質
内
容
に

應
じ

て

課
税

上

差

別
的
取

扱
を

認
■
め
､

二

の

立

場
の

併
存
を

､
詔
む
べ

き

で

あ

る
｡

頂

た

併
存
を

認
め

る

と

し
て

も
､

そ
の

形

態
､

方
法
に

種
々

の

も
の
■
が

あ
り

う

る
｡

諸
国
の

租

税

制
度
を

み
.
る

と
､

法
人
所

得
と

僻
人
所

得
の

二

重

課
税

を

是
認
す
る

頗

向
は

主

と
し
て

イ

ィ

ッ

で

萱
達

し
､

こ

れ

を

排
斥

サ
る

立

場
は

主

と

し
て

イ

ギ
リ

ス

で

襲
達
し

た
｡

フ

ナ

ン

ス

で

は
イ

ギ
タ

ス

式
の

考
へ

が

つ

よ

い
｡

わ

が

国
で

は
､

明

治
二

十

年
に

近

代
ノ

的
所

得
税
を

資
施
し
て

か

ら

三

十
二

年
に

改
正

す
る

ま
で

は
､

個
人
に

の

み

課
税

し
､

法

人
所

得
は

す
べ

て

免

税

と
し

た
｡

同
年
か

ら

大

正
九

年
ま
で

は

合
敢
の

利
益
に

た
い

し
て

は

法
人
に

の

み

課
税

し
､

個
人
が

う

け

る

配
常
金
に
▼
は

個
人

所

得
税

は
か

か

ら

た

か

つ

た
｡

■
大

.

玉
九

年
の

改
正

よ

り

今
日

に

い

た
る

ま
で

法
人
と

個
人
の

撃
方
に

課
税

す
る

立

場
を

と
つ
.
て

ゐ

る
｡

し
か

し

重

複
課
税

を

綬
和

す
る

充

め

に
､

個
人
■の

課
税

所

得
ま

た

は

所

得
税

密
か

ら

配

雷
所

得
の

あ
る

割

今
の

担
除
を

認
め
て

ゐ

る
｡

終
戦
前
ま
で

は

課
税

所

得
か

ら

配
営
金

∵
ぜ

の
.

あ

る

都
合
を

軽
除
し

て

所

得
税

を

計

算
す
る

制
度
が

行
は
れ

た

が
､

■
現

在
で

は

配
常
金
の

全

額
を

個
人
所

得
に

加
え

て

所

得
税

宙

を

計

`

′

草
し
､

こ

れ
か

ら

配
普
金
の

二

十
五

パ

ー

セ

ン

ト

を

担
除
す
る

制
度
を

認
め
て

い

る
｡

し

か

し
､

ど

ち
ら
の

場
合
で

も
､

港
人
漸

得
に

は
､

配
首
さ

れ
る

部
分
た

る

と

留
保
さ

れ

る

部
分
た

る

と

を

間
は

ず
､

法
人

税

(

現

在
三

十

五
パ

ー

セ

ン

ー

の

比

例
税
)

が

瓢
せ

ら

れ

る

こ

と

ほ

言
を

ま
た

ぬ
｡

丘諺∂

㌔

こ

の

間
題
の

理

解
に

つ

き

最
大
の

浄

意

を

は
ら

ふ

べ
･

き

撃
メ

リ

カ

の

制
度
で

雪
｡

同

国
で

一

入

六

毒
に

同

国

最
初
の

聯
邦
所

得

一

茂
が

貴
施
さ

れ

た

常
初

は
､

法

人
.
に

は

課
税
し

な

か
■っ

Y

た
｡

こ

の

所

得
税

制
度

竺
八

七
二

年
に

厳
止
さ

れ

た
｡

⊥

九

二
二

年
に

現
在
の

､

∵

警
㌔

㍉

｢

軒
∴
､

逮
､
＼

∴

汚
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望
旨
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ロ

C

g
邑
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野
旨
や

岩
山

き
訂
弓

弓
凸

き
J

O
け

旨
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･

C

昌
冒
-

ぎ
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巴
旨
賢
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の
O

Q

阜
H
O

弓
p

邑

戸
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官
w
e

斗

J
･

暦
ヤ

旨

野
ト
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t
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払
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A
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訂
P

G
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ぎ
e

E
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→

諸
氏
の

意
■
見
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一

(

〇

甘

藷
か

声

名
e

諾

句
P

打
○

已
-

P
.

■
瞥
呵
粥
0
払

已
○

β
∽

f

0
1

諾
ま
巴
○

ロ

○
代

t

訂
f

2

d
e

冒
-

t

p

㌍
t
i

昌
O
h

訂
旨
臼
e

P

ロ

み

召
O

P

ぷ

‥丁
(

A

ヨ

監
g
ロ

哲
呂
｡

m
i

n

搾

乳
の

湧

こ
や

b
O

に

親
裁
論
文
)

∴

(

か

)

C

巴
･

-

∽
.

∽
打
○

臼
p
-

句

g
ど
叫

t

訂
t

P

甲
p

岩
E
の

ヨ
)

芦

ペ
･

)

-

記
㍗

人

こ

琶
F

O

点

数
昔

(

一

九
四

九

年
)

(

.∞
)

拝

賀
○
-

P

芦
G
】
･

〇

諸
仏
.

冒
O
n

F
c
t

ど
ロ

こ
0

訂
p

邑
t

賀
邑
○

ヂ

芦

ぺ
･

中
ロ
P

P
U

n

計
ク

ー

望
や

本
書
は
一

九

四

三

年
に
■

C

3
P

已
-

-

鳩

首

冒
○

宕
邑
0

冒
詔
-

○
■
甲
声

邑
が

｢

課
税

と

螢
莞
+

に

閲
す
る

小

研
■
究
合
を

つ
.
く
一

っ

た
が
､

そ
の

時
の

グ
ロ

-

ヴ
ス

教
授
の

報
告

書
で

あ
る
｡

(

ヱ

牢
P

邑
打

芦

曾
0

諸
仏
､

冒
賢
w

覧
t

p
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小

呂
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中

空
O

n
0
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芦
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e

ヲ
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已
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ぎ
U
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已
e
e
･

冒
冒
邑
誌
0

言
蔓
ど

ぎ
p

づ
0

2
､

字

ヂ
一

芸
･

(

-

山

)

A
-

賢
一

の
.

ぎ
e

E
e

J

冒
g
:
r

β

岩
岳

こ
計

阜
芦

ヂ
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芸
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(
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古
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E
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→
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ユ
0
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e
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日
-

0
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O
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p
だ

旨
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訂

P
室
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胃
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軍
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癖

舟

･･
(

-

8

巴
旨
P

a

瑠
卜

E
邑
オ
b
-

早

宮
g
口

許
呂
語

呂
か

賢

邑

胃
】

i

手

写

ヂ
一

誌
P

ク

ト

∴

望
の

う

ち
､

と

七
重

要

雷
の

は
､

(

1
)

乃
至
(

1 1
)

で

嘗
∵
ゎ

が

国
で

竺
重

課

胃
題
に

つ

き
､

つ

軒
の

碧
孟
究
が

あ

ぇ
が
､

∴
こ

の

稀
の

主

題
と
は
､

や

や

関
係

が

歩

く
､

所

得
の

二

重

課
廟
調
整
策
に

つ

い

て

ほ

詳

論
し

な

い
｡

(

-

Y

Y

神
戸
正

雄
『

法
人
三

関
ス

ル

重

複
課
税
ノ

問
題
』

及
び
L
『

法

人
重

複
諌
税

立

法
ノ

免
析
』

(

『

租

税

研

究
』

第
九

巻

-
昭

和
四

年

I
l
に

鴻
哉
)

ノ

■■一■

■

た

ほ

次
の

論
文

は
重

要
文

戯
ら

し

い

が
､

不

幸
に

し
て

播
く
こ

と

が

で

き

た

か

つ

た
｡

野
-
･

F

邑
C
｡

ぎ
C
｡

邑
邑
口
粥

t

訂
邑
e
班

｡

:
｡

ぷ
○

邑
e

-

g
O

莞
t

臥
邑
○
止

二
P
p

w

旨
P

C
O
-

き
【

名
0

呂
)
1

守
O

E
e
-

ピ

ザ

く

已
一

♪

宅
〇
.

N
-

-

窒
P
.一
に

掲

載
論
文
)

三

二

重

課
税

と

韓
嬢
､

社
食
政

策

こ

れ

か

ら

法

人

所

得
い
個
人
所

得
の

二

重

課
税

問

題
を

研

或

け
る

の

で

雪
■が
､

と
の

研

究
に

虻

望
ま
へ

に
､

=

そ

の

好

学
と

し

て

つ
■

ぎ
の

諸
鮨
を

指
醸
し
て

お

き

た
い
｡

(

一

)

法
人

税
の

痔
嫁
を

無
税
す
る

こ

と
､

(

二
)

二

重

課
税
の

常
香
と
･
い

ふ

吾
が

必

ず
し
も

適
切
で

な
′

い

七
と
､

(

三
)

法
人

税
と

個
人

所

得
税
の

併
課
は

必

ず
し

も

有
産
者
重

課
と

な
る

の

で

は

な

く
､

か
へ

つ

て

反
故
合
致

策
的
性

質
を

も
つ

こ

と

が

あ

る

こ

と
｡

(

こ
の

温

人

魂
の

韓
嫁
に

づ

小

て

親
祭
す
る

と
､

法

人

税
は
つ

ね
に

必

ず
法
人
ま

た

は
こ

れ

を

構
成
す
る

株
主

等
の

名
糖
と

な
る

と

特

㌧

い

へ

た

い
｡

こ

れ

は
､

､

慣
格
■の

引
上

ま

た

は

賃
銭
の

切

下
の

方
法
で
､

滑

費
者
ま

た

は

労
働
者
に

韓
媒
さ

れ
る

こ
一
と
も

あ

る
｡

ま

た

津

人

東岸

■
■一
･

∵

撃
+

■㌍

.I
を

簸

㍉
ゾ
■■
キ
㌣

こ
㌧

ト㌦

′

■㌧
㌔

＼

∴

リ

ア
■
∴
′
､

｡

､

∵
軒

､

･
㌣
■
し

キ

lて

l



∵

鵬

ノ

㌔
繁
㌔

鳥
･･

毎

範
艮

車
.
′

車
■J
㌣

ず
れ

一.一

挙
妄

ヽ

､

埼
′

宥
㌔
ナ

∴

警
償
却
(

t

p

≡
を
邑

邑
0

日

邑

昌
｡

ユ
ー

賢
｡

已

が

す
で

に

行

監
､

こ

の

悪
童
が

株
式
債
格

等
に

織
込
ま

れ
て

膏

冥

さ

れ
て

ゐ

る

場
合
に

は
､

償
却
が

行

吟
れ

て

か

ら

彼
の

短
税

免
償
は
､

一

馨
に

前

壁
土

(

裏
手
)

に

痔

警
れ
て

ゐ

る
｡

随
つ

て

か

か

る
′

■ ▼

瘍
合
に

は
､

現

在
の

壁
土

に

は
､

葦
質

的
に

み
て
､

法
人

税
の

負
靖
が

奈
わ

け
で

あ

る
｡

清
爽
､

琢
期
↓
た

い

嘩
税
ま

た

ほ

増
税
が

あ
､

れ

ば
､

現

在
の

壁
土

に

喧
偶

然
利
膚

差
抹

損
失
が

生

ず
る

わ

望
あ

る
｡

準
人

穣
の

眞
賓
の

負
塘

警
決

定
す
る

に

は
､

■
こ

の

事
情
を

も

顧
慮
す
べ

き

で

あ

る

が

:
三
で

は

租
税
の

辟
着
問
題
は
+

琴
無

税
し
､

開
港
と

す
る

聖
仇

竺
癒
そ

の

節
税

義

挙
者
に

三
て

負
韓

さ
､

れ

を

も
の

と

仮
定
し
て

議
論
を

す
す
め

る
｡

(

二
)

こ

の

論
文
で

は

便
宜
上
､

法
人
個
人
の

二

重

課
税
の

雷
香

と
か

重

複
課
税
の

是
非
と

か

い

ふ

語

を

使

用

す
る

が
､

こ

の

用

語
必

ず
し

電

通

讐
な
い
｡

問
題
の

板
心

は
､

ナ

壷

慧
の

慧
に

雪
の

で

は

た

く
､

.

法
人
税

及
び

鳳
入

所

得
税
の

負
塘
合
計
が

他
種
の

個

上

人

頃
樽
に

た
い

す
る

個
人
所

得
税
の

負

撃
と

比

較
し

て

均
衡
を

得
て

ゐ

る

か

ど

う

か

で

あ
る
｡

例
へ

ば

現

行
の

日

本
ヤ
ア

メ

ワ

カ

の

倒
産

■

藁
､

息
の

利
益

覧
㌣
で

法
人
税
が

課
せ

ら

れ
､

差
訂
か

ら
酎

償
金
を

得

晶
人
に

空
し

て

個
人
所

得

慧
課
せ

ら

れ
､

ぞ
■の

署
に

は

た

し

か

に

二

重

課

撃
と

菅
､

負
培
が

加
重

さ

れ

る
｡

し

か

し

酎

膏
金

を

う

け
る

個
人
の

所

得
が

少

く
､

そ
の

所

得
合

計

(

配
常
金
を

ふ

く
む
)

が

発
現

鮎

以

下
の

と

き

は
､

こ
■
の

離
宮
金
の

部
分
に

は

泣
入
税
の

み

が

課
せ

ら

れ
､

個
人
所

得
税

は

課
せ

ら

れ

た
い

の

で

挙
る
｡

こ

の

場
合
に

は
二

重

課
税

と
い

ふ

現

象
は

お

こ

ら

キ
い

溌

め
､

･
問
題
は

な
い

か

と
い

ふ

と
､

左
様
で

は

な

い
｡

こ
■
の

場

各
に

は

酪
常
金
に

は

法
人
税
が

か

け

ら

れ

孟
､

こ

の

個
人
の

所

得
中
､

暫
官
金

以

外
の

部
分
に

は

何
等

慧
が

な
い
｡

雨

着
の

租
税

負

塘
の

均

腐
と
い

ふ

見
地

か

ら

み
て
､

雷
然

問
題
と

琴
る

の

で

あ

る
｡

こ

れ

竺
重

慧
は
た
い

が
､

醗
普
所
得
が

比

較
的
重

課
1

去
る

場

∴

合
で

あ

る

が
､

笹
に

二

重

課
稔

は

あ
る

が
､

租
税

が

軽
課
と
た

る

場
冶
が

む
る
り

そ

れ

は

大
所

得
者
の

場
合
で

あ

告
こ

の

現

象
は
､

浩

野孝
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㌔
軍
略

鳥
卜

や
■

漂
溝

1

て
■/∴

′

や
十

∵
一

‡
準

急
†

＼

準

一

′､

ノ
〕

∵

′

一､

ま
た

ぬ
｡

明

治
二

十

年
わ

が

国
で

併
待
.
衝
を

箕
施
し

窒
昂
は

こ

の

坊
津
を

と
つ

た
が
､

三

十

二

年
に

慶
止
さ

れ

た
｡

ぺ

第
二

張

制
酪
普
法

一

去
れ

は

何
か

の

方
法
で

食
紅
に

塵
カ
を

加
へ

､

盲
鉦
が

そ

の

所

得
の

全

部
を

株
主
に

配
管
す
る

や
う

た

強

制
し
､

虚
人
に

お

い

て
､

他
】

の

覆
の

所

得
と

綜
合
し

て
､

課
税

し
ょ

う
と

す
る

の

で

挙
る
｡

こ

の

場
合
に

聖
仇

が

強

制
の

た

め
■の

妄
段
と

し
て

用
ひ

ら

れ
る
｡

こ

の

▲
▼

方
法
で

略
そ

の

税

率
は

撃
削

的
の

高
率
で

た

け

れ

ぽ

た

ら
ぬ
｡

こ

の

場

合
に

利
益
の

酎
嘗
は

必

ず
し

も

現

金
で

あ

る

こ

と

を
.
泌

要
と
し

た

い

句

株
式
軽
首
そ

の

他
で

も

よ

小

と
さ

れ
て

ゐ

る
｡

課
税
の

目

的
■の

み
の

た

め
に
､

食
紅
に

た
い

し

て
､

か

か

る

故
地

慧
義
朝
す
る

こ

と
:

.

に
∴

つ

い

て

は

反
封

論
が

強
い
｡

､

第
三

潜
入
利
益

按

分
添
(

一

名
､

紙
上

配
嘗
法
､

組
合
課
税

法
)

こ

れ

埠
法

人
所

得
税

撃
全

慶
し
､

合
祀
の

利
益
に

つ
:

い
+

し

は
､

そ

れ

が

施
主
に

配
首
さ

れ

る

と

香
と

を

と

は

ず
､

そ

の

年
灯

す
べ

て

配

管
さ

れ
夷

も
の

と

看

倣
し
､

そ

の

年
の

利
益

全

額

を

株
式
の

所

有
高
に

比

例
し
て

株
主
に

按
分
し
､

株
主
の

所

得
と

し

て

他
の

穫
の

所

得
′

と

と

も
に

課
税

す
る

方
法
で

あ
る
｡

損
失
あ

る

と

漂
､

損
失
に

つ

い

て

同

様
に

株
主
に

按
分
し
､

他
の

所

樽

吉
ソ

の

軽
除
を

認
め
る
｡

こ
∴

れ

は

合
政

利
益
(

損
失
)

と

そ
れ

以

外
の

個
人
所

得
に

つ

き

課
税
1
の

取

扱
を

全

く

均
等
化

す
る

も
の

で

ぁ
る
｡

こ

れ

は

第
二

の

強

制

配
嘗
法
七
同

じ

考
へ

を

前
捷
と

す
る

も
の

で

卑
る

が
､

こ

の

方
法
の

や
う

に

配

首
を

強

制
し

た
い

で
､

牢
だ

課
税

上
､

合
祀
の

利
益

金

が

ノ

全

部
個
人
打

配

畢
さ

れ

た

も
の

と

仮
定
す
る

鮎
が

異

準
る
｡

こ

れ

を

紙
上

配
昔
港
と
い

ぶ

所

以
で

あ

モ

瓢
祝

上

合
祀
の

利
益
を
→

組
合

の

利
名
課
税
の

場
合
と

全

く

同
じ

取

扱
ひ
を

す
る

た
め
､

組
合
課
税

法
と

も
い

ふ
｡

棄
所

管
他
の

種
の

芸
と
の

均
等
た

喪

慧
望
ま

し
小

も
切

と

す
れ

嬢
､
′

■
こ

の

富
重
要
理

的
な

蓋
と
い

ほ

れ
て

ゐ

る
Q

､

聞

一

一

′卓
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一
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一
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■
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よ 個

○

こ

い 人 こ と
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､

八 は 普 ヤ の れ に
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】

密

軋

象

牽
耳
六

春

希
力
凍

∴

■
1

を

さ

け
る

だ

め
虹

牡
､

謀
爵
利
名
の

う

ち
ょ

が

留
保

利
得
の

部
分
を

除
外
し

て

課

笹
客
億
を

決
虐
ナ
る

必

要
が

曽
ソ

､

こ

の

年
め

に

は
､

き

は

め
て

煩

雑
な

手

硬
が

必

要
せ

な

る
.｡

(

三
)

食
紅
利
益
に

つ

き

後
に

更
正

が

あ
つ

た

と
軒

は
､

す
べ

て

の

株
ま
の

収

入
に

つ

い

て

も

個

人
の

中

富
壁
止

の

要
が

あ

㌣
手

鏡
が

き

は

め
て

煩

雑
と
な

る
｡

こ

の

程
の

更
正

時
決

算
書
の

監
査
､

税

務

署
の

査

定
等
で
､

多

く
の
ノ

食
紅
で

は

常
に

み

る

現

褒
で

あ
る
｡

卜
.

要
す
る

に
､

こ

の

課
税

方

法
は
､

二

重

課
税

問
題
解
決
策
と
し
て
､

原
理
上

理

想
に

近
ト

も
の

で

あ
る

が
､

賓
行
上

多

く
の

困

難
を

と

､

も
た
ふ
｡

こ

れ

を

あ
ら

ゆ
る

種

類
の

食
紅
に

無
差

別
に

適
用

す
る

こ

と

は
不

可

能
で

あ

る
｡

多

く
の

専
門
家
の

間
で

は
､

株
主
の

数
が

少

β才0

r

く
､

そ

の

移
動
も

少

く
､

ま

た

資
本
構
成
が

単
純
た

小

資
本
の

親
族
合
祀
等
に

た

V ､

し
て

の

み

適
用
の

飴
地

が

あ
る

と
い

は

れ
て

ゐ

る
｡

例
へ

ぼ
つ

ぎ
の

も
の

が

こ

の

主

唱

者
で

あ
る

∧

二
九

三

九

年
の

ア

メ

リ

カ
■
の
㌧

『

全

国
租

税

協

倉
の

聯
邦
法
人
課
税

委

月
食
最
終
報
昔

(

↑
)

五

雲
衰
}
､

同
じ

く
一

九

四

九

年
の

同

協
食
の

法

人
純
所

得
税

委

員
食
中
間

報
告

(
(

3
)

望
二

1
ニ

吾
､

グ

了
ヴ
ス

ノ

(

(

ヱ
ニ
ニ

八

∵

主

筆
(

9
)

五

入

よ
九

吉
､

ポ

ー

ル

只
1 1
)

三

六
〇

吉
､

バ

ウ

…
(
(

4
)

六

丁
七

妄
)
､

ア

レ

芸
聖
二

≡
ハ

吾
等
｡

か

か

る

小

真
木
の

東
族
食
紅
で

は
､

租
税

事
務
に

閲
す
る

上

記
の

(

二
)

(

≡
)

の

不

便
が

少

く
､

ま

た

こ

の

種
の

食
紅
で

は

株
主
は
､

合
祀
の

配
管

∵

政

策
の

決

定
を

自
己
の

意
息
に

よ
つ

て

左
右
し
う

る

こ

と

が

大
で

あ
る

か

ら
､

(

一

)

の

示
便
も

少
い

と
い
■
は

れ

て

ゐ

る
｡

･

ゝ
亡

■

し

か

し

た

が

ら
､

こ

の

場
合
に

も

上

記
の

原
理

上
の

快

隋
の

ほ

か

に
､

つ

ぎ
の

如
き

快
穀
を

免

れ

待
な

い
｡

(

こ
小

資
本
の

親
族
合
祀

ぁ

み
に

適
用
す
る

と

し
て

も
､

と
の

合

鹿
を

い

か

に

規
定
す
る

か

に

よ

つ

て

は
､

こ

の

毯

蒜
方

漂
相
首
多

数
の

食
紅
に

も

適
用

さ

れ
る

←こ

浅
場

あ
り
､

ヱ

れ

を

適
用
し

な
い

合
祀
の

株
主

と
の

聞
の

租
税

負
檜
に

不

均

衡
が

生

ず

告
(

二
)

か

か

る
､
合
鍵

で
も
､

食
紅
の

配
首
敦

■､

康
を

左

右
し

得
た
い

蔵
主
が

あ

り
､

彼
等
に

と
つ

て

は

依
然

と
し

て

納
税

上
砂

不

便
が

の

こ

る
｡

L

.㌻

㌻
攣
ソ

軒

■
㌢

ヂ

､ダ

㌔
/鞍

■一

′

ソ

∵
∵
■
イ

■

､

.

亨

∴
ヰ

き
r

-

鞍
∴
W



｢＼

.▲考

人

車
う

㌣
崩
｢

頼
.

阜
L

･■
㌔
r

卜
γ

∴

■

∵
ア
率
い

.

㌔
･
事

㌔
■

準
-

蛋
■

‥

懸
叩

∵

㌢
■
■′,
ノ

/

∴

以
上

が

法
人

利
益

按
分
法
に

関
す
る

原
理

上

及
び

賓
行
上
の

開

票
で

あ
る
｡

こ

の

方
津
ば

霊
ア

メ

ワ

カ

で
h

さ

か

ん

に

論
議
さ

れ

一
て
ゐ

早
が
1

■
か

か

る

課
税
方
法
白
煙
は

す
で

に

古
く
よ
▲
り

賓
施
せ

ら

れ
て

ゐ

た
｡

ア

メ

ワ

カ

最
初

の

碗
邦
所

得
税
舟

言

文
大

壷
の

所

得
腐
で

は
､

こ

の

方
法

中
塚
用
せ

身
､

A

最

澄
組

合
の

利

箪
金

は
､

こ

れ

が

配
嘗
さ

れ

る

と

香

良
か

か

特
ら

ず
､

所
得
費
生
･の

年

慶
に

お

け

る

株
主
､

艶
安
着
の

課
税

所

牢
と

み
■

至
て

慶

讐
れ

た

∵
し
か

し

昏
時
の

脛
帯
状
態
､

塞
の

内
容
､

規
模

町

近

年

賃
･

号
の

問
に

大
差
が

雪

蛋
-

慧
の

立

慧
ら
こ

れ
を

警
す
る

こ

と
は
で

芸
い
｡

葦
で

琵
国
の

人

儲
族

簑
賢
適
用

さ

れ

至
と

が

雪
に

讐
た
い
■

ご
か

与
品
等
は

例
外
で

芝
｡

こ

れ
に

覿
似
の

制
度

孟
妄
施
し
て

ゐ

る

嘉
着
か

箕
例
と

し

て

は
､

･
オ

ー

ス

ー

ラ

ワ

ァ

及
び
こ

ア
ジ

ト
フ

冒
の

所

得
税

倒
産
が

冬
げ

ら

れ
て

ゐ

る
｡

オ

ー

久

喜
三
ノ

で

ほ

個
人
､

公

的
合
歓
､

私
的
合
祀

覧
い

し

て
､

別

芸
所

得
税

が

か

け
ら

れ

る

が
､

こ

の

う

ち
私
胡
合
祀
に

た
い

↓
て

は
､

そ

の

所

得
五

千

ボ

ン

下

ま
で

竺

ボ
ン

下

佗

盲
五

シ

ワ

ン

グ
､

こ

れ

を

超
ゆ

る

高
に

は

六
シ

リ

ン

グ

と
い

ふ

軽
度
の

累
進

慧
T

が

課
せ

ら

れ

る

ほ

か

に
､

各

所
得
が

か

ゃ
に

寧
嘗
さ

れ

音
の

と

仮
定
し

た

場
合
に

お

い

て
､

･
株
主
が

真
珠
ふ
べ

嘉
顔
が

苧
ら

に

課
l
徹
さ

れ

る

(

C
｡

日
日

害
①

C
-

e

邑
n
粥

■

昏
竃
㌔
p

≡
盲
e

ヨ
♂

-

2
ざ

e

d
･

､

C

E
の

品
0

こ
浩
古

こ
J

い

笥
･

)

｡

し

か

し
そ

の

内
容
の

詳

細
は

不

明
で

あ

る
｡

■

弟
四

譲
渡
利
名

課
税

嘩

こ

の

方
法
で

母

港
人
所

得
税

を

靡
止

し
､

配
昔
金

は

僻
入
所

得
咤

加
算
し

て

課
税

し
､

さ

ら
に

食
紅
留
保

所

得
に

た
い

す
る

課
税
に

か

望
も
の

と

し

て
､

株
式
の

曹
却
に

よ

る

譲
渡
利
益

(

嘩
失
が

霊
ぼ

損

失
)

を

算
定
し
､

こ

れ

を

個
人

所

得

吃
れ
算
し

て

僻

余
痔

警
課
す
べ

し

と
い

ふ

案
で

雪
｡

孟
は
へ

ン

㌣
･

C

;
モ

ン

ズ

教

授
の

損

案
と

し
て
､

グ
ロ

ト

ゲ
ス

の

前
掲
菩
(

8
)

(

き
箕
)

■

に

引
用
さ

れ
て

ゐ

る
▼｡

β呈上
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斗
､

チ
i

絹

十

撃
.

や
∫

-
声

十

十

∵
∵

r
･

千
■-

チ

垂

ゝ

一

■
き

～
ド

忘
･

こ

牽
i

ゝ
′

串
し
て

ゐ
･
る

(

グ

ロ

ー

ヴ

ス

(

8
)

四
一

-

竺
｢

貢
+

ア

レ

ン

(

1 2
)

二

二

七

真
)

｡

弟
五

棚
卸

法

こ

れ

は

二

の

時
鮎
に

お

け

る

個
人
の

所

有
株
式
の

債
億
を

此

較
し
て

そ

の

増

加
顔
を

算
定
し
､

こ

れ

を

所

得
と

み

な

し
､

他
の

種
の

個

人
所

得
と

綜
合
し
て

課
税

し

ょ

う

と

す
る

も
の

で

あ
る
｡

第
四

の

譲
渡
利
益

課
税

法
の

映
鮎
を

矯
正

し

ょ

う

と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

こ

の

ヽ

案
ほ
､

一

･
九

三

七

年
に

シ
′
ヤ

サ

ブ

を

委

員
長
と

す
る
■
C
O

ヨ
冒

吉
e
e

呂

ぎ

邑
訂
㌢

○

:
訂

ぎ
1

e

邑
e
t

F

C
e

芝
喜
y

句

巨
早

一

声

の

轟
音

書

句

邑
臼
叫

t

訂
t

呂

召
○

丈
e

ヨ
､

-

冨
㍗

中
で

ア

メ

ワ

カ

で

昔
時
問
題
に

な
つ

た

留
保
所

得
税
の

靡
止
の

代

果
と

し
て

捷
唱

さ

れ
(

(

6
)

四

芸
-
四

八

四

書
､

つ

い

で

ア

メ

リ

ヵ

の

『

全

国
租
税

協
含
』

の

一

九

三

九
の

聯
邦
法

人

課
税

最
終
報
昔
で

鴻

｢

理

論
上
､

重
く

満
足
に

し
て

精
密
な

解
決

策
+

と

し
て

解
介
さ

れ

七
お

る
(

(

1
)

五

四

五

-
五

四

七

貢
)

｡

一

九

四

七
年
の

同

協
合
の

年
次

大
倉
の

研

究

報
告

及

び

討
論
で

も
､

シ

ャ

サ

ブ

(

(

2 .
)

二

三
項
)

及
び

ヴ

ィ
.
ク

レ

ー

(

(

ヱ
一

不
三

軍
一

七

九

⊥
入

会
)

両
教
授
が

こ

れ
に

論
及

し

て

ゐ

る
｡

こ

の

方
法
の

特
性
は
､

∵

法

人

利
益

按
分
法
と

異
な
り
､

､
そ
.の

企

業
の

脛
療
カ
の

増
減
に

影

響
す
る

あ

ら

ゆ
る

要
因
が

考
慮
さ

れ

る

鮎
に

あ

る
｡

合
鍵
に

留
保
さ

れ

潅

利
益

は
い

ふ

に

及
ぼ

ず
､

企

業
の

内
容

や

将
来
の

濠
憩
等
､

株
式
の

慣
偉
に

影
響
す
る

他
の

濁

ら

ゆ
る

諸
事

情
を

も

綜
合
考
慮
す
る

と
い

ふ

の

で

あ
る
｡

ま

た

合
敢
寮
費
と

個
人

耗

替
を

瓢
.
穣

上

平

等
の

取

扱
を

す
る

も
の

で

あ
り
､

さ

ち
に

す
す
ん

で
､

株
式
の

譲
渡
利
得
及

び

損
失
の

課
税

問
題
を

も

解
決

す
る

も
の

で

あ

る
■
と
い

ふ
｡

こ

の

方
法
の

快

鮎
は

主

と

し
て

賓
行
方

面
に

あ

渇
｡

(

こ
毎

年
個
人
所

有
の

株
式
に

つ

き

調
査

評

慣
の

必

要
が

あ
り

手

績
が

煩

雑
で

あ

る
｡

■
人
二
)

株
式
､

こ

と
に

市
場
に

上

場
さ

れ

た

い

も
■
の

の

評
債
が

困
難
で

あ

る
｡

(

三
)

舎
敢
の

留
保
所

得
等
､

個
人
の

立

揚
か

ら

み
て

未

､

猿

人

靡
得
の

二

重

穀
粒

β才且

竃
汁



一

′
稀
.
静

最

第
二

十
六

巷

琴
山

ハ

凍

だ

現

賓
化
さ

れ
て

ゐ

な
い

も
の

を

個
人
所

得
と

み

た

し
て

課
税

す
る

こ

と
に

つ

き

法
理

上

疑
義
が

あ

る
｡

(

四
)

そ

の

結

果
､

個
人
の

立

場

由β

▲

■

か

ら

み

て
､

■
節
税

資
金
の

不

足
の

臭
が

あ
る

こ

と

等
､

法
人
利
益

按
分
法
の

場
合
と

同
一

の

不

便
を

免
れ

得
た
い
｡

こ

れ

等
の

妖
鮎
､

こ

と
に
(

一

)

の

毎
年
評

慣
の

煩
を

避
け

る

た
め

に
､

ヴ

ィ

ク

レ

ー

は
､

累
積
平

均
法

告
2
已

邑
く
α

等
e

冒
思
n
的

､

㌢
e
t

ど
P

の

適
用
を

摸
唱

す
る
｡

そ

の

実
の

倫
郭
は
つ

ぎ
の

通
り

で

居

る
｡

五

年

雫
十

年
毎
､

或
は

所

得
者
が

死

亡
し

た

時
等
に

株
式

の

評
債
を

行
び
､

そ

の

陶
の

増
慣
高
を

算
定
し
､

と

れ

を
そ
の

期
間
中
の

他
の

個
人
所

得
に

加
算
し

て

全

期
間
の

所

得
全

饅
に

つ

き

各
年

の

所

得
税

合
計
を

計

算
し
､

こ

れ
か

ら
そ

の

期

間
内
に

既
約
の

所

得
税

顔

を

軽
険
し
て
､

そ

の

時
に

納
税

す
べ

き

租
税

高
を

定
め

る
｡

そ

の

場
合
灯

過

去
の

所

得
高

及
び

眈
嗣
穂

高
に

つ

き

既

約
血

讐
同

に

た
い

す
る

法

定
利
子

む
加
へ

､

そ

の

時
の

現

慣
に

換
算
就
一

す
る
｡

平

均

期
間
の

長
短
に

よ

る

税

負
塘
の

不

公

平
を

避
け
る

た

め
､

年
数
に

感
じ

て

課
碗
所

得
が

各
年
度
に

平

均
分
散

す
る

や

う
に

計

算
し
､

そ

の

間
の

調
整
を

は

か

る
｡

納
税

者
の

計

算
を

便
に

す
る

た

め

に
､

政

府
は

綿
密
な

税
額

算
定
表
を

つ

く
る
｡

こ

の

場
合
に

貨
幣
慣

値
の

攣
動

等
の

要
素
も

顧
慮
し

計

算
に

加
へ

る
(

(

2
)

三

歪
び
一

七

九

十
一

入

蛋
､

並

び

に

同

教
授
の

革

帯
誓

書
す

㌢
A
的

邑
p

賢

葛
篭

賢
恥

1

買
p
-

音
声

ヂ
一

望
心

七
ワ

ー

記

⊥
運
が

ダ
イ

ク

レ

ー

の

掟

案
は
､

き

は

妙
て

精
緻
た

も
の

で

あ

る

が
､

賓
行
上
の
･
困

難

ゃ
ま

ぬ

が

れ

得

な
い
. ｡
●

椰
部

活
は

∵
そ
の

粗
野
の

形
の

も
の

で

も
､

賓
旛
さ

れ

た

例
■
が

た
い

の

で

あ

る
｡

こ

の

精
紳
に

ヤ

や

近
い

立
法

例
と

し

て

ほ
､

ス

イ

ス

竺
ハ

ー

ゼ

ル

市
カ

ン

ー

ン

に

お

け
.
る
一

九

三

二

年
四

月

六

日

の

法

律
が

あ

る
｡

■
こ

れ
に

1

っ

て

節
税

者
は

不

動
産
と

発
券
の

慣
値
に

お

け

■

る

利
得
及

び

損
失
を
､

申
告
に

よ

り

所

得
税
の

た

め
の

所

得
計

算
七

加
へ

る

こ

と

が

認
め

ら
れ

た

と
の

こ

と
で

あ
■
る
｡

も
つ

と
息

二

九

三

四

年
に
､

損
失
に

つ

い

て

は
､

こ

の

特
典
は

認
め
ら

れ

た

く
な
つ

た
.
(

(

1

忘
四

七

頁

脚
註
)

｡

し

■
車
す

､

し

〃

イ

㌧

′

+



七
■慕
J

一

声
㌔
∵
メ
l

･､
■

や
･
一

丸
∵

ご
琴

す

∵

ン
予

も

. 鵬

㌍

卜
∵

奉
㌣

■
∴

ず

毒
■や
∴

㌫
二
丁
卜

よ
∴

芸
イ
■ ‥

?

∵

忘
ご

･

≠
若
す

∵
い

乞
■
も

･ 鵬

ヂ
･

■′､

.

虜
六

支

沸
配
常
挺
除
法

こ

れ

は

合
祀
利
益
の

う

ち
､

留
保
所

得
に

ね
い

し
て

合
敢
灯

お

い

て

課
税

し
､

配
宮
部
分
に

つ

い

て

は
､

凰
人
に

お

い

て
､

他
の

個

入

所

待
と

綴
合
し
て

課
税

し

ょ

う

と

す
る

も
の

で

あ
る
｡

こ

の

方
法
の

特
性

は
､

配
常
所

得
と

他
の
/

軽
の
■
個
人

所

得
と

が

課
税
上

均
等
の

取

′

扱
を

う

け
る

こ

と
で

あ

る
｡

し
か

し
､

こ

れ

等
と

留
保

所

得
と
の

間
の

負
塘
の

均
衡
は
､

は

か

叶

得
潅

い
｡

･

留
保

所

得
が

後
日

配

雷
さ

れ

た

と
き

は
､

い

か

怒
る

廃
置
を

と

る
べ

き

で

あ
ら

う

か
｡

こ

れ
に

つ

い

て

は

『

全

国
租

属

協
舎
』

の

一

九

四

七

年
の

大
倉
で

グ

ー

下

及
び

ヴ
･
イ

ク
レ

ー

両
教
授
の

問
に

討

論
が

あ
つ

た
(

(

2
)

二

三

⊥
六
四

文
)

｡

原
理

と

し
て

は
､

か

か

る

場
合

に

は
､

こ

れ

を

配
雷
金
と

し
て

個
人

所

得
に

加

算
し

て

個
人
所

得
税

を

課
し
､

他
方
で

は
､

か

つ

て

食
紅
に

か

け

ち

れ

た

留
保

所

得
税

を

食
紅
に

取
戻
す
か
､

或
は

食
紅
で

既

約
の

我

税

を

各
株
主

に

劫
り

あ
て

個
人
所

得
税

に

つ

き
一

豊
椚

算
す
べ

き

で

あ

る
｡

も

し

こ

れ

が

貴

行
可

能
で

あ
れ

ぼ
､

上

述
の

軟

隋

-
留
保
所

得
と

他
の

所

得
と
の

負
繚
不

均
衡

1
竺
應
は

除
去
さ

れ
や
即

け
で

あ

る
｡

.

し

か

し

留

保

所
得
が

十

年
も
二

十

年
も

後
に

配
菖
さ

れ

る

場
合
､

所

得
を

留
保

し

た

常
時
の

株
主

と

そ

れ

計

分
配
す
る

時
駅
の

株
主

と

が

同
一

人
で

な
い

せ
き

等
に

は
､

き

は

め
て

煩

雑
な
手

嶺
が

必

要
と

な
つ

て

く
る

の

で

あ

る
｡

こ

の

実
の

主

唱
者
ほ
､

留
保

所

得
が

配

雷
さ

れ

た

と
き

ほ
､

管
内

し

た

年
度
の

所

得
と

し
て
一
そ

の

時
の

税

率
に

よ

つ

て
､

そ

の

時
の

株
主
七

課
税

し

ょ

う

と

す
る

も
の

の

如
く
で

空
ノ

て
.､

ナ

芯

鮎
は

必

ず
し

も

明

確
で

は

放
い
｡

便
宜

と
い

ふ

鮎
か

ら
い

へ

腎
こ

の

虔
麿
が

多

分
最
良
か

と

為
息

峠
れ

る
｡

し
か

し

二

重

課
税

を

除
去

す
る

た

は
､

こ

の

場
合
で

も
､

か

つ

て

食
紅
が

真
珠
つ

た

留
保

所

得
に

た

い

す
渇

租

税

は
､

梯
戻
す
べ

き

で

あ

る
｡

留
保

所

得
税

に

つ

き

上

記
の

や

う

な

煩

雑
な

手

旗
が

と
ら

れ

た
い

と
き
､

ま

た

は
､

留
保

所

得
が

酎
若
さ

れ

な

い

せ
き

ほ
､

こ

の

方
法

に

は
､

一
っ

ぎ
の

妖
隋
を

と

も

な
ふ

こ

と

と

な
る
｡

合
祀
の

所

得
に

は

多

く
は

比

例

課
税

が

行

は

れ
る

た
め
､

組

合
課
穣

方
法
の

場
合
と

異

■
法

人

所

得
の

二

重

課

硬

■

ー

∂

.

一

士

一
U

【プ
托

.賢
∴

｢

∴
ニ

唱

､

て



＼
､

一

括

静

叢

第
二

十

六

春

山

第

六

溌

怒

り
､

留
保

所
得
の

う

ち
､

小
所

得
の

株
主

に

辟

廃
す
べ

き

部
分
に
■た
い

し
て

は

比

較
的
重

課
と

な
り
､

･
大
所

待
の

株
主

に

辟
属
す
べ

き

部
分
に

た
い

し
て

は

比

較
的
軽
課
と
な

る
｡

こ

の

快

略
は

個
人
所

得
税
に

は

免

税

鮎

制
度
が

あ

り
､

ま

た

累
進
税

率
が

適
用

さ

れ
､

そ
の

挙
が

食
紅
の

保

留
所

得
の

税

率
と

は

異
な

る

事

安
か

ら

草
生

す
る
｡

例
へ

ば
､

合
敢
が

留
保

所

得
中
､

あ
る

個
人
に

辟
属
す
べ

き

部
分
を

ヱ

臥
と

す
る

と
き
､

そ

の

個
人
の

他
の

種
の

所

得
に
､

と
の

Ⅹ

圃
を

加
へ

て

も
な

ほ

免
税

鮎

以

下
の

場
合
に

は
､

･
こ

の

個
人

は

常
然
Ⅹ

囲

に

つ

い

て

も

免
税

と

な

る
べ

き

に

も
か

か

は

ら

ず
､

合
祀
で

留
保
所

得
だ

け

は

課
税
を

う

け

る

た

め

免

税

と
は

な

ら

ぬ
｡

こ

れ
に

反
し

て

大
所

得
者
の

場
合
に

は
､

食
紅
の

留
保
所

得
税
の

比

例
税

率
に

此

し
て
､

そ

の

個
人
に

適
用

さ

れ

る

個
人
所

得
税
の

限
界

税

率
が

高
い

の

が

普
通
で

あ
る

か

ら
､

か

か

る

場
合
に

は
､

合
赦
の

留
保
所

得
申

そ

の

も
の

に

割
首
て

ら

る
べ

き

部
分
に

つ

い

て

は
､

合
鍵
の

此

餅
税

率

と

個
人
の

限
界
税

率
と
の

美

顔
だ

け
そ

の
■
個
人
に

と
つ

て

軽
課
と

な

る

の

で

あ
る
｡

前
記
の

組
合
課
税

方
法
に

比

し
て
､

こ

の

方
法
が

理

論
上

劣

る

射
で

あ

る
｡

こ

の

封

策
と

し
て

フ

ェ

ア

チ

ャ

イ

ル

下

は
つ

ぎ
の

提

案
を

す
る
｡

食
紅
の

留
保
所

得
中
の

あ

る

金

顧

ま
で

の

部

分

に

対

し
て
.1
他
+

個
人

所

得
累
進
税
の

最
低

率
を

課
し
､

そ

れ

を
超
ゆ

る

部
分
に

は

果
進

率
を

か

け
る

こ

と
､

こ

の

累
進
税

率
は
､

(

l
)

投

資
資
本
の

高

及
び
(

2
)

留
保

利
益
の

投
資
高
に

封

す
る

勘
合
に

よ

り

定
め
る
(

(

5
)

七

九
ニ

ー
七

九
入

京
)

｡

し

か

し
こ

の

方

港
で

も

不

公

平

,

β年

∵

が

除
去
さ

れ

潅
い

こ

と

解
詮
を

要
し

た
い

で

あ
ら

う
｡

凄

沸

誓
甲

控

除
港
に

は
､

つ

ぎ
の

長
所
が

曽
?
と

い

ほ

れ
て

ゐ

る
｡

(

こ
こ

の

方
法

で

は
(

食
紅
の

側
で

二

重

課

税
の

調

撃
ぞ

す
る

た

め
､

税

務

行
政

上

便
利
で

あ

る
｡

(

二
)

配

首
金
は

合
敢
の

課
税

客

韓
か

ら

担
除
す
る

た

め
､

合
敢
と
い

ふ

立

場
か

ら

み
る

と
､

敢
債
利
子

と

資
本
投

資
に

た

い

す
る

配

督
金

と
は

全

く
同
一

政
義

う

け
る

こ

と

と

な
る
｡

随
つ

て

食
紅
が

そ
切

租

税

を

滑

費
者
や

労
働
者
に

韓
嫁
す

ろ

傾

向
雪
組
止

す
る

教
具
が

あ

る
｡

∵

㌧

管
迷
い

∴
∴
l

㌢
咋

㌣

㌢

■r

一

＼

′

ス

■ノ
ミ



計

∴

通

学
亨

′

?
十

㌫
七

丁

ト
･

■

撃
頒
■

車
十
号
∵
十
で
∵

∵
れ
･
斗
‥

嘗
+

`
一

夢
二

.

ヰ

･
鳩

車
′

′

無
手一

:

な

ほ

こ

の
■
方
法
を

と

れ

ば
､

食
紅
に

は

留
保

所

得
に

の

み

課
税
さ

れ

る

た

め
､

合
歓
脛
螢
者
は

同
音
金

を

多

く
し
､

留
保

所

得
を

少

く

ナ
る

庚

嘗
る

と
い

う

人
も

あ
る

が
､

他
方
､

合
祀
の

資
金
は

留
保

所

得
に

よ

る

よ

㌢

も
､

社
債

調
達
の

方
法
を

と

り
一

般
資
本
市
場
の

試
練
に

服
せ

し

め

る

方
が

よ

り

望
ま

し

い

と
い

ぶ

詮
を

な

す
も
秒

も

あ
り
､

こ

心

鮎
は
い

づ

れ

と

も

容

易
に

決

定
し

得
な
い
｡

た

潔

し
一

般
的
に

み

て
､

･
小

食
敢
は

社
債
に

ょ

る

資
金

調
達
に

つ

き

困

難
に

雷
画

す
る

も
の

が

多
い
｡

小

合
祀
保

護
と
い

ふ

趣
旨
か

ら
い

へ

ぼ
､

一

定
額

を
の

利
益

惟
､

事
賓
上

官
償
ぜ

れ
て

も
､

モ

れ

が

雷
冒
れ

た

も
の

と

看
傲
し
七
､

課
税

を

免

除
す
る

方
法
も

あ
り

う

る

の

で

奄

る
｡

‥

真
珠

雷
甲

握

陰
港
は

理

論
上

精
緻
で

は
た
い

が
､

■
あ

る

程
度
ま
で

二

重

課
税
の

回

避
に

璽
且

つ

も
の

で

参
す
､

賓
行
上
の

煩

雑
性

も

少

い

車
め
､

つ

ぎ
に

述
べ

る

顔
泉
徴
牧

添
と

同

様
に
､

こ

れ

を

主

唱

す
る

む
の

が

多
い

の

で

あ
る
｡

ア

メ

サ

カ

の

『

重

層
租
税

協
倉
』

ゐ

眈

､

＼

速
の

完
四

九

年
の

重

畳
で

も
､

つ

ぎ
に

述
べ

る

濠
泉
徴
収

法
に

此

し
て

優
さ

る

も
の

と

し

て

こ

の

歪
を

推
賞
し

て

ゐ

る

(

(

3
〕

臥

五

二

貢
)

｡

ア

メ

タ

丸

で

ル

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ー

大
衆
領
が
一

九

三

六

年
三

月
.
三

旦
国

倉
へ

の

メ

ッ

セ

イ

ジ

で

提

唱

し

た

留
保

所

得
税

実
は

こ

れ
に

近
い
｡

ル
■-
ズ

ヴ
ェ

ル

ー

の

提

案
は
､

法
人

税

を

靡
止

し
､

配
常
金
に

は

個
人
に

お

い
.
て

他
の

所

得
と

同

様
に

課
税

し
､

他
方
法
人
に

望
同

率
の

留
保

所

得
税
を

か

け

よ

う

と
し

た
■の
で

あ
る

ご
し

の

損
壊
は
つ

ぎ
の

鮎
に

莞
ノ

た
｡

(

一

)

個
人
に

配
常
さ

れ

る

と

き

に

か

か

る

高

率
の

個

人
所

得
課
税
と

食
直
の

留
保

所

得
課
税
と
の
.
間
の

負
塘
の

均
衡
を

は

か

る
｡

(

二
)

貯

蓄
過

多

を

ふ

せ

ぎ

滑
費
を

助

長
す
る
｡

(

≡
)

経

済
力

の

琴
甲

を

排
除
す
る
｡

(

四
)

靂
が

留
保

所

得
を

利
用
し
て

社
内
咋

権
力
計

ふ

る

ふ
の

を

防
止

す
る
｡

ル

ー

ズ

ヴ
ェ

ル

去
案
は
､

完

＼

､

二

〇

年
に

フ

ェ

ア

チ

ャ

イ

ル

下

が

超
過

利
得
税
の

靡
止
の

代

案
と

し

て

捷

喝
し

た

も
の

に

類
似
す
る

が
､

そ
の

畏

唱
の

動
辟
の

重

鮎

は
､

一
一
貴
人

所

得
の

二

重

課
凍

.

β壬7



泡
1

′

サ
､

ヽ

一

店

静

叢

葬
二

十
大

金

舞
六

蒙

■
フ

ェ

.
ア

チ
ャ

イ

ル
･
下

策
の

如

く
重

複
課
税
の

除
去
に

か

る

の

で

は

た

く
､

む
し

ろ

澄

療
カ
の

集
中

排
除
に

あ
つ

た
の

で

あ

り
､

両

者
は

必

′

胡β

ず
し

も

同
一

で

は

た

い
｡

大
洗
領
の

提

案
は

ア

メ

ワ

カ

で

は

そ
の

ま
ま
の

形
で

ほ

斉
藤
さ

れ

な

か

つ

た
｡

迭
人

税
は

依
然
存
置

す
る

こ

と

′

と
1

し
一

九

三

六

年
に

留
保

所
得
税

が

添
人
祝

と
並

課
さ

れ

た
の

で

あ
る
｡

こ

れ

は

法

人

所

得
に

た

い

す
る

留
保
所

得
の

割
合
に

應
じ

て

七

パ

ー

セ

ツ

ー

カ

章
一

十

八
パ

ー

セ

ン

ナ

の

累
進

課
税

を

行
′

ふ

も
の

で

あ
つ

た

ご
+

れ

に

た
い

し

て

は
､

(

一

)

留
保

所

得
の

決

定
､

配
常
数

.

策
と
い

ふ

本
衆

食
紅
の

内
部
の

経
営
政

策
に

敦

府
が

不

常
に

干

渉
す
る

も
の

で

あ

る

こ

と
､

(

二
)

市
場
で

資
本
調
達
に

困

難
た

新
し
･
い

小

/

合
敢
に

と

P
て

不

利
で

あ

㌢
し

と

等
の

反
封

論
が

つ

よ

く
､

一

九
ニ

ス
年
に

軽
減
､

一

九

三

九

年
に

慶
止
と

な
つ

た
｡

■
支

沸
配
雷
控
除
法
の

一

撃
敷
に

属
す
る
.
も
の

に

更
に

他
の

一

提
案
が

あ
㌃
｡

そ

れ

は

合
祀
の

利
益

中
､

配

常
金
の

部
分
に

は

法

人

税

を

▲

乗

除
し
､

留
保

所

得
に

つ

い
一
て

は
､

そ
の

う

ち

投
資
さ

れ

る

部
分

は

免

税

と

す
る

が
､

投
資
さ

れ

た
い

部
分
に

重

課
す
る

方
法
で

あ
■
る

(

ア

レ

ン

(

1 2
)

三

≡
貫
)

｡

大
所

得
者
が

留
保

所

得
に

よ

り

個
人
所

得
税

を

遺

脱
す
る

の

を

防
止
し

ょ

う

ど

す
る

も
の

で

あ
る
｡

元

爽
合
祀

∵

は

脛
螢
α

必

要
上
､

手

許
に

流

動
資
産
む

必

要
と

す
る

も
の

で

あ
る

か

ら
十

留
保

所

得
の

全
額

を

連

腕
目

的
と

推
定
す
る

の

は

不

常
で

あ

り
､

か

か

る

部

分
は

雷
然

発
現

と

す
べ

き

で

あ
る

と
い

ふ
｡

し

か

し

全

資
産
の

う

ち

何
部
ま
で

を

こ
.
の

種
の

も
の

と

解
す
べ

き

か

と
い

ふ

こ

と

は
､

こ

れ

を
一

般
的
に

決

定
す
る

こ

と
は

不

可

能
で

あ

る
｡

営
業
切

種

類
や
､

同
一

螢

業
で

も

時
期
に

よ

つ

て

異
放
る

か

ら
で

あ

る
｡

便
宜

上

何
か

の

志
意

的
な

規
準
を

設
け

る
の

外
は

た

い
｡

第
七

源
泉
徴

牧

浩

一
こ

れ
は

合
祀
の

利

箪
に

た
い

し

て
､

配
音
節

得
た
る

と

留
保
所

得
た

る

と
を

開
は

ず
､

す
べ

て
一

席
課
税

し
､

株
主
に

は

配
常
所
得
の

部
分
(

現

賓
に

受
取

る

配

首
金
に
､

こ

の

部
分
に

つ

き

合
敢
が

支

蹄
つ

た

税

金
を

も

加
算
し

た

も
の
)

に

た
い

し
て
､

個
人
の

他
の

種
の

､

.
粁

音

さ

さ
′

㌔

一

ノ

′

■ン

′

ゝ

ノ

＼

▲
∵
も
▼

.さ
【

'
､



∵

ザ
本
欄
■■■

パ
叫

∵

㌻
ト

∵
郵

′

■夢
l

≠
き
l

与
巨
チ
↑
ナ

チ
｢一

軍
∴
芭
÷

蜜

■

パ
∵

き

l
一
●
-

所
得
と

綜
合
し
て

所

得
税

額
か

鼻
息
し
､

こ

れ
よ

り
､

聖
昂
待
に

封

し

て

食
紅
が

す
で

に

支
沸
つ

た

税

金
･

の

軽
除
を

認
め
ー

ま

た

通

約

､

の

誉
H

に

性

沸
屈
を

す
る

方
法
で

あ
る
｡

こ

の

方
法
で

は
､

金

最
所

得
に

票
す

晶
税

は
､

個
入
所

得
税
の

淑
泉

徴
牧

と

看

傲

さ

れ

る
｡

現

菅
本
で

給
輿
所

得
等
に

つ

い

て
一

應

嘩
泉

徴

警
行
び
､

後
に

綜
合
個
人
所

得

讐
呈
の

琴
分
の

控
除

姦
め

る

の
■
と

全

く

▲
_

'

同
じ

方

警
あ
る
｡

源

泉
徴
牧

警
解
す
る

所

以
で

か

る
｡

イ

ギ

タ

ス

で

古
く
よ

旦
行

監
て

ゐ

る
｡

近

賢
メ

芸
で

は

グ

了
ヴ
ス

{
(

8
)

竺
-
個

妾
､

(

9
)
⊥

ハ

ニ

上
二

軍
(

1 P
)

-

九

四

書
等
が

主

唱

す

告

教
授
の

主

張
の

特
性
は

二
休

式
譲
渡
利
得
を

他
の

種
の

個

人
所

得
と

同
じ

や

う
に

綜
合

璽
仇

す

晶
産
を

為

加
味
す
る

鮎
に

あ
る
｡

こ

れ

に

よ

つ

て

譲
政
利
得
を

非
課
税

と

す
る

イ

ギ

呈
の

御
慶

.
の

敵

隋
を

補
湿

し

ょ

ぅ

と

す
る

の

で

あ
､
告

こ

の

方
法
は
､

結
果
か

ら

み

れ

ぼ
､

由
記
の

文
殊
配

普
酪
除
法

と

全

く

同
一

と

な

る
｡

異

亨
言
こ

ろ

は
､

二

重

課
税
の

調
垂
を
､

こ

払

方
法
で

は

個
人
の

側
で

行
ふ
の

に

対
し

て
､

真
珠
配
普
軽
除
法
で

は

合
祀
の

側
で

行
ふ

鮎
で

あ

る
｡

甘

､

合
敢
が

留
保

し

た

所

得
を

後
年
に

配
督
し

牢
と

き

ほ
､

こ

の

配
宮
部
分
に

つ

い

て

は

個
人
の

他
の

所
得
と

と

も
に

綜
合
し

て

個
人

所

得

税
が

課
せ

ら

れ

る
｡

■
こ

の

場
合
に

担

験
す
べ

せ

税

額

計
算
は
､

■
留
保

常
時
の

税

率
に

ょ

る
べ

卦

か
､

配
首
常
時
の

税

率
に

よ

る
べ

き

か

等
､

真
珠

警
還
除
津
の

場
合
と

同
種
の

問
題
が

後
生

す
る
｡

原
理

か

ら
い

へ

ぼ
､

留
保

常
時
の

税

率
に

ょ

る

べ

き

で
■
ぁ

る

が
､

官
署
時
の

税

率
に

ょ

る

方
が
､

賓
行
上

便
利
で

あ
る
｡

■■け
虐

ダ

ニ

の

方

漂
､

窮
極
に

お

い

て

蓋
即

配
雷
控
除
法

と

同

棲

冨
の

で

あ

毛
随
つ

て

食
紅
の

芸
者
及
び

株
主
が
､

法
人

牢
個
々

人
の

畢

雲
集
合
と

す
る

考
へ

方
に

徹
し
､

そ

し

て

全

く

合
理

的
に

打
算
し

行
動
す
る

誓
に

は
､

こ

の

志
望
蹄

琶
接
除

警
同

忘

勾

特
性
､

長
短
､

作
用

を

も
つ

も
の

で

あ

る
｡

し

か

し

た

が

ら

近

視
眼

的
に

み

る

と

き
､

そ

の

作
用
は

多

少

異
た
る
｡

蕗
泉
徴
収

法
で

は
､

β
▼

)
ノー

プ

▲.

海

人

所
得
の

二

重

誅
稔



†

帯

革
蕎

筆
一

三
ハ

魯

魚
大

牢
卜

暫
嘗
所

得

覧
℃
て

も
一

嘩
曾

誓
約

警
す
る

関
係

上
､

こ

の

霊
豊
社

是
費

竺
種

と

み

誉
れ

易
く
､

嘉
配
首
軽
除
漁

卿

還
し

て
■､

霊
が

物

讐
賃
銀
決

雷

妄
素
と

鷺
傾
向
を
､

よ

り

つ

よ

く

苧
も
の

で

雪
｡

差
配
官
金

毒
加
せ

し

め

る

刺

ノ
β

戟
は
､

よ

り

小
で

雲
｡

ま

た
こ

の

方
浜

松
､

前
方
法
に

比

較
す
る

と
､

資
行
↓

よ

り

煩

警
あ

る
｡

例
へ

ば

株
主

が

源

虜
牧

高
の

沸

庚
を

も

と
め

る

と
き
､

書
聖
母

に

晩
熟
高
が

ト

く
ら

か

晶
査

す

豊
熟
こ

と
､

一■
ま

た

配
常
受

讐
の

す
べ

て

の

も
の

に

つ

小

て
､

源

泉
後

世
高
の

軽
除
ま

た
性

過

敏
高
の

儲
戻
を

す
る

手

鏡
が

必

要
で

あ
る

こ

と

専
で

み
る
｡

こ

の

方

活
性

つ

い

て

は
､

レ

ン

一

教
授
が
一

九

四

七

年
の

『

全

国
租

税

協
禽
』

の

研

究
報
告
の

中
で
､

税
率
の

欒
化

が

あ
つ

た

場
合
の

虔

軍

墓
所

得
の

取

扱
､

合
敢
間
の

聖
臼
､

優
先
株
の

取

故
､

蓋
機
関
の

取

扱
､

損
失
の

繰
越
及
び

繰
戻
の

場
合
の

庭
麿

等
に

つ

い

●

て
､

か

な

り

綿
密
な

事
務
上
の

事
績
に

つ

い

て

も

研

究
し

て

ゐ

る

(

(

2
)

三

T
〓
ハ

○
)

｡

す

第
八

受
取

配

営
税

控
除
港

/

こ

の

方
法
は
､

菅
ハ

利
益
に

対

し

て
､

留
保

さ

れ

る

か

香
か

を

間
は

ず
､

､
そ
の

響
何

に

た

い

し

て

法

人
に

去
い

て

課
税

し
､

配
昔
金
は

個
人
所

得
に

加
算
し

て

個
人
に

お

い

て

課
税
を

す
る
｡

そ

し

て

個
人

所

得
額
か

ら

配

首
金
に

た
い

す
■▲
る

あ

る

割
合
を

睦
険
し

て
､

重

複
課

税
を

漢
和
し

ょ

う

と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

二

重

課
税

を

除
去
す

る

も
の

で

な
い

と

と

琴
青

草
要

す
る
｡

こ

の

鮎

は

前
記
の

諸
方
法
と

喧
異

優
る
｡

こ

の

歪
は
一

九

四

七

牛
ア

メ

リ

カ

聯
邦
議
合
下

院
の

衰
入
禾

富
合
に

お

け

る
マ

ジ

ル

禾

言
合

盲
賢
C
O

日
日

富
e
)

讐

に

よ

つ

て

推
賞
さ

れ

て

ゐ

る
｡

■日

本
の

現

行

制
度
も
こ

れ

で

を

る
｡

こ

の
･
方
法
で

は
､

普
通
一

般
に
､

汲

人

税
の

税

率
(

比

例
税

率
が

多

い
･)

と

個
人
の

累
進
所

得
税
に

お

け
る

最
低
税

率
と

が

同

石
あ
る

こ

と

が

前

嘗
さ

れ
､

受
取

配

常
金

を

所
鎖

蒜
の

最
低

階
段
の

税

率

誓
書
乗
じ

た

密

を

所

得

警
り

軽
除
す
る

こ

と

が

多
い
｡

.

し

か

し

こ

れ

は

常
に

必

ず
し

も

然

㌢
は

い

へ

ぬ
｡

わ

が

国
の

琴
合
は

津

､

,

∵
し

二
転

宗

旨
㌔

ノ
ノ

…

ノ

ウ

■寸

■メ

･

･
√
ゝ

･ 一

■
て

′
･

し

■■r

∧

曲

･■.
さ
⊥



∵

串
､

†
い

ゃ
･
や

車
イ
や
+

戸

ネ
斗

∴
丸

ノ

ラ
.

r

■
遥

､

七1 ノ

襲ヽ
′

人

税

率

竺
二

十

五
パ

ー

セ

ン

ー
､

個
人
所

得
の

最
低

階
段
の

税

率
は
二

十
パ

ー

セ

ン

㌧

凰
入

所
得

撃
よ

り

聖
墨
を

担

除
す

る

率
は

そ
.

秒

二

十

雲
-

セ

ン

ト

で

あ

る
｡

マ

ジ

ル

委

員
合
の

報
昔
で

は
､

歯
時
の

法

人
税

華
人
ス

タ

ン

ダ
ー
■
下
･

レ

ー

下
)

が

三

十

八
パ

ー

セ

ン

一

に

た
い

し

て
､

配
首
金
の

軽
除
季

吟
そ
■の

年
分

写
九
パ

ー

セ

ン

ー

を

捷

案
し
た

が
､

こ

れ

望
昂
の

個
人
所

得
税
の

最
低

穣
率

特
等

し

か

つ

た
の

で

あ
る
｡

重

複
熟
視
の

調
巷
を

個
人
の

側
で

行
ふ

鮎
は

イ

ギ
恥

ス

式
の

瀕
泉
徴
牧

法
と

同
一

で

あ

る

が
､

異
怒
る

と
こ

ろ

偲
1

濠
泉
徴
収

法
で

は

食
紅

吉
ノ

う

け

た

配
常
金

及
び
こ

れ
に
･
つ

き

合
祀
で

支
挽
■
つ

た

税

金
は
､

こ

れ

を

他
の

種
め

個
人
所

得
た

加

算
し

て

個

人

所

得
税
を

計

算
す
る

の

に

封
し

て
､

･
こ

の

方
法
で

は
､

食
紅
で

真

珠
つ

た

配

営
金
に

た
い

す
る

税

金
は

個
人

所

得
税
の

客
饅
の

中
に

加

算
さ

れ

な
い

の

で

あ

る
｡

こ

の

方
法
に

は
､

手

績
簡
便
と
い

ふ

長
所

が

あ
る

が
､

南
軍
一

方
法
に

比

し

て

原
理

上
つ

ぎ
の

快

暗
が

漆

る
｡

(

一

)

警
買
得
と

留
保

所

得
と

個
人
の

他
の

種
の

所

得
と
い

ふ

三

者
間
の

税

率
が

異
た
.る
た

め
､

そ
の

間
の

負
拷
が

不

均

衡
と
な

る
｡

(
一

一

)

警
田

所

得
に

つ

い

て

も
､

廟
得
高

議
い

も
の

に

笠
較
的

芸
､

多
い

も
■
の

に

は

軽
課
と

雲
｡

(

二
)

に

つ

い

て

詮
明

す
る

と
､

こ

の

方
法
で

品
入
所

得

敵
額
が

発
税

黙
以

下
で

あ
り
､

■
本
爽

個
人

所

得
税

を

真

珠
ふ

義
務
の

放
い

も
の

の

場
合
で

も
､

前
記

璽
ハ

､

第
七
の
ノ

二

方
法
の

湯
合
の

や

う
に
､

活
人

艶
を

軽
除
す
る

道
が

た
い

た

め
､

か

か

る

小
所

得
者
が

う

け
る

配

常
金
に

は
､

他
の

種
の

個
人
所

得
に

此

し
て

不

常
に

重

課

さ

れ
る
.
こ

と

と

た

る
｡

ま

た

大
所

得
者
の

場
合
は
､

そ
臥

課
税

所

樽
中
に

配

常
金

攻

入

は

加

算
さ

れ

る

が
､

こ

れ
に

対

す
る

港
人

課
税

癖

は

加

算
さ

れ

な
い

た

め

ご
し

や
部
分
に

た
い

す
る

限
界
税

率
が

法
人
税

率

吉
ソ

も

高
い

と
き

ほ
､

そ

の

差

額
だ
･
け

軽
課
さ

れ

る

こ

と

と

な

る
｡

随
つ

て

こ

の

方

酪
を

と

る

と
き

は
､

∴

個
人

聖
昂
得
に

た
い

す
.
る

累
進

税

率
の

賓
健
は
､

他
の

種
の

個
人
所

得
に

た
い

す
る

も
の

と

は

異

卑

ざ
言
と
た

り
､

最
初
の

部

分
は
よ

旦
向

率
､

最
後
の

部
分
は

よ

り

低

率
と

な

る
｡

･

貴

人
所
得
の

二

重

藻
稔

..

■
′

¢5J



一

構

静
■
叢
七

第
二

十

六

春

希

六

蜜

√

ヽ

こ

の

歪
は
､

讐
課

雲
法

等
の

や
う

に
､

賢
警
備
入

所

得
疎
の

重

賢
霊
に

廃
除
し
､

南

雷
雲
H

す
る

も
の

で

は

芝
｡

朗

旦

墓
複
課
税
に

と

も

漂
配
音
節

得
の

名

毒
の

串
茎
､

軽
減
を

す
る

作
用
が

空
に

す
ぎ

奈
｡

随
つ

て

こ

れ

と

同

じ

目

的
は
､

単
に

β

_

法
人

税

率
の

軽
減
に

よ

つ

て

も
､

あ
る

程

誓
で

は

達
成
さ

れ

る
｡

し

か

さ
法

人
祝

引

下
の

場
合
に

は
､

義
視

鮎
以

下
の

低

額

所

得
者
も
､

■
そ

れ

だ

け

法

人

税

引

配

草
子

取

金

を
■
増
し
､

こ

の

方
法
に

此

し

て

負
浄
は

軽
減
さ

れ

る

こ

と
と

な

る
｡

≡
ノ

ウ

ー

氏

等
は

英
周
式
の

瀕
泉
彼

芸
に

賛
意
を

表
し

票
ら

も
､

ア

メ

ワ

カ

で

は

こ

の

制
度
が

貴

重
困

難
と

考
へ

､

近
い

蒋
凍

に

お

け
る

最
良
の

方

法

と

し

て
､

受
取

配
常
税

撞
除
港
を

提

案
し

て

ゐ

る

(

(

4
)

四

芸
及

び
(

2
)

｢

五

〇

吾
｡

､

､

第
九

′

受

取
野
嘗
顔
担
除
法
■

法

人
に

た
い

隻
は
､

野
嘗
さ

れ

る

か

香
か

を

問
は

ず
､

そ
の

利
益
の

絶
高
に

た

い

し

て

課
税

す
る

が
､

換

葺
に

た

い

し
て

個
人
所

得

税
を

課
す
る

琴
合
に
､

個
人

課
税

所

得
か

ら

合

撃
よ

り

現

安

芸
取
つ

た

配

羞
の

あ
る

割
合
を

趣

除
す
る

方

警
あ
る
･｡

こ

れ

は

前
記

の

受
領

誓
芸
除

準
に

類

書
も
の

で

雪
て
､

克
と

同
一

の

特
性
､

長
短
を

も
つ

. て

ゐ

る
｡

重

苦
と

こ

ろ

は
､

闇
常
金
に

た

い

す
る

あ
る

割
合
を

個
人

所

得
税

額
か

ら

担

除
す
る

の

で

は

頂

く
､

聖
還
そ

の

も
の

の

一

定
割
合
を

課
税

所

得
一
よ
り

担
除
す
る

の

で

あ

る
9

■/

随

喜
別

の

方

漂
此

す
れ

ぼ
､

(

こ

冨
所

得
､

配

京
樽
､

他
の

種

個
人

所

得

窟
の

負
靖
の

不

均
衡
及
び
(

二
)

配

漂
得
に

た
い

す
る

低
顛

所

得
者
の

重

課
､

高

琴
所

得
者
の

墜
課
の

侮
向

竿
さ

ら

に

強

讐
れ

る
｡

わ

が

国
で

大

草
九

年
よ

り

昭

和
十

五

年
ま
で
､

配

常
所

得
に

つ

き

四

十
パ

ー

セ

ン

よ
睦
除
が

認
め

ら
れ

宗
､

こ

れ

竺
の

方

法
の
一

例
で

霊
｡

ブ

メ

真
の

蔓
昌
t
i

e
払

ぎ
壱

に

よ

つ

て

も
､

戦
後
こ

の

案
が

提

唱
さ

れ
て

ゐ

る
｡

こ

の

案
で

埠
法

人

税

率
を
､

例
へ

ぼ

四

十
｡

T
セ

ン

ナ
と

せ

ば
1
･
個
人

所

得
よ

り

の
､

配
首
軽
除
革
も

同
じ

く
四

十
パ

ー

セ

ン

も

と
廿

よ

と
い

つ

て

ゐ

る
｡

∵
稗
J
ィ
鴨

.

一

㌧
タ
.

吋

′

㌻

こ

二
■
釘

､
一

.

/

ノ

ア

㍉

丁
∵
∴
㌧

▼

オ

■
亡



■
ご

i

l

∴
‥盛
丁

∵

箪
チ

ト
∵

準

郎

■■-

チ

ト
∵

平
場

J
イ

ト
㌧

て
ド

呈
や

ナ
∵

㌣

斗
七
小

海
〆

ノ
¥

旛
嶽

･

ヂ

∵
言

▲■
野

明

治

三

十
二

牛

吉
ソ

大
正

九

年

吾
わ

が

国
で

は
､

堅
炭
待
に

つ

き

個
人
所

得

警
発

除
(

百
パ

ー

セ
＼

Y
卜

軽
除
)

す
る

制
度
が

行

･

は
れ

た
｡

形

式
か

ら
い

へ

ぼ
､

主
の

方
港
の

一

種
で

あ

る
｡

し

か

し

百
パ

ー

セ

ン

1
控

除
と

す
れ

ぼ
､

聖
田

所
待
と

他
の

所

得
と
の

間
の

負
据
の

不

浄

衡
は

さ

ら
に

極

端

竺
ノ

る
｡

現

撃
こ

の

方
法
を

唱
へ

る

人

芸
間
で

も
､

百
パ

ー

セ

ン

一

挺
除
を

主

警
ノ

る

も
の

望
仏

い
｡

■l､
､

大

要
=
ノ

.■
約

■〟

.

甲
上

が

法
人

所

得
の

二

重

課
税
の

回
避

調
垂
に

関
す
る

詩
境

案
で

あ

る
｡

そ
■の

内
容

は

種
々

雑
多
で

あ
る

が
､

こ

れ

を

整
理

す
る

と
､

つ

ぎ
の

通
り

と

た

る
｡

(

+

)

港
人
が

配
常
す
る

所

得
と

留
保

所

得
及
び

配
常
金
以

外
の

一

般
個
人
新

得
と
い

ふ

三

種
の

所

得
間
の

租

税

負
培

学
会

く
平

等
化

し

よ

う

と

す
る
㌧

も
の

は
､

第
三

の

法
人

利
益

線
分
法
と

第
五

の

椰
却
法
で

葛
る

(

弟
四

の

譲
渡

利
益

課
税

法
は

籾
卸

鎮
に

類
似
す
る

構
想
で

あ
る

が
､

至
ソ

粗
野
.
で

あ
る
)

｡

両
者
間
の

相

蓮
は
､

留
保
所

得
を

そ

の

ま

豊
課
酪
の

封

象
と

す

る

か
､

株
仮
の

欒
動
を

通
じ
て

他
の

も

の

と

共
に

と
ら
へ

る

か

の

鮎
に

あ
る
｡

(

二
)

璽
ハ

?
文

殊

警
還
除
法
と

第
七
の
■
源

泉
徴
牧

法
は
､

配
皆
金

と

表
個
人
所

得
と
の

負
拾
の

平

等
化

を

は
か

る
｡

し

か

し

こ

れ

と

津
人
の

留
保

所

得
と

留
別

の

負
塘
の

均

衡
は
､

煉
頸
た

手

績
を

と

ら

な

い

酪
り
､

こ

れ

を

達
成
す
る

こ

と

は
で

き

な
い
｡

(

三
)

実
の

受
取

琶
芸
除

誓
莞
の

受
取

誓
貌
痙
除
法
は
､

留
保

所

得
と

そ

れ

以

外
の

も
の

と
の

間
の

負
揖
の

均

賢
は

か

一斗

り

得

票
こ

と
､

莞
及
び

第
七
の

方

警
同
一

で

あ

る
｡

こ

れ

と

賢
る

と
こ

ろ
ほ
､

酎
首
金
と

表
個
人
所

得
の

問
の

負
槍
の

平

等

3

誓
も

監
り

得

票
警
拳

湧

孟
が

達
成
し

う

る

こ
.

怠
､

そ

の

間

星
槍
の

不

平

等
の

緩
和
に

過

ぎ
た

い
｡

ナ
I
し

の

二

者
は

厳
密

郎

-
◆

l

･-一-1

ニ

衰

ぎ
.
二一



+

ノ

′

一

に

い

べ

ば

∵

壷
課
税
の

回

避
策
で

は

た

ぺ
､

負
堆
車
線
案
で

あ
る
ト

(

四
)

第
一

の

法

人
所

得
税
の

全

廃
､

第
二

の

強

制
配

償
港
の

二

者
は
､

い

づ

れ

も

事
務
上

簡
便
で

あ

る

が
､

≡

嘩
の

所

得
間
の

負
揖
の

均
衡
は

望
み

得
た
い
｡

､

嘗
す
る

に
､

負
捧
の

合
理

性
と
い

ふ

立

場
か

ら

み

れ

ば
､

(

一

)

(

二
)

(

三
)

(

e
の

順
序
と

挙
る

酔
､

資
行

事
務

上
の

便
宜
と
い

ふ

敬
ぉ
か

ら

み

る

と
､

順

序
は

逆
と

な

る
｡

一

ま

た
こ

の

稀
で

は
､

だ
い

潅

い

英
米
流
の

法
人

擬
制
詮

豊
糾

掟
と

し
て

立

論
し

た

空
で

あ
る

が
､

没
入
と
い

つ

て

も
､

そ

の

内
容
に

は

種

芸
も
の

が

あ

り
､

擬
制
詮
に

封

應
す
る

課
税

方
法
の

み
で

三
月

す
る

に

は

無
理
が

挙
る
｡

ま

た
か

り

に

擬
制
詮
の

み

を

前
提
と

し

て

■
も
､

土
重

課
税

開
層
は
上

記
の

負
塘
の

平

等
化
､

貴
行

事
務

上
の

便
宜
の

敬
鮎
の

み

に

吉
ノ

決

定
し

て

は

な

ら
ぬ
｡

法
人

所

得
が

沿

費
､

笹
費
､

国
民
所

得
等
町

及
ぼ

す
寝

癖
約
影
響
､

法

人
税

負
靖
の

軽
減
に

と

羞
ふ

代

財
蕗
が
､

こ

れ

等

蒜
要
素
に

及
ぼ

す
影
響
等
と
の

此

較
研

究
も
､

ま

た

必

要
で

あ

る
｡

さ

ら

に

国
庫
収

入
の

確
保

と
い

ふ

見
地

も

無
線
す
る

こ

と

は
で

き

ぬ
｡

故
に

上

記
の

諸
方
法

中
の

ど

れ

を

と

る
べ

き

か

と
い

ふ

こ

と
は
､

時
庭
に

よ
り

異
な
る

の

で

あ

る
｡

何
か

の

必

要
が

挙
る

場
合
に

は
､

何
等
か

の

形
の

法
人
所

得
税

が

猥
宜

し
て

課
せ

ら

れ

た

り
､

或
は

ま

年
上

記
の

諸
政

策
を

そ

の

ま

享
質

権
し

な
い

で
→

修

畢
を

加
へ

て

行
は

れ

る

こ

と
が

あ
る

の

で

あ

る
9

例
へ

ば
､

･
二

重

課
税

回

避

貰
準
園

イ

ギ

芸
で

は
､

一

九

三

七

牛
ま
で

は
､

↓

記
の

瀕
泉
徴
収

添
に

羞
課
税

以

外
に

は
､

法
人
､

個

人

を

と

は

ず
､

■

撃
芸
膏
葉
穫

は

な
か

つ

た

が
､

国
防
張

任
に

よ

る

国
庫
牧

入
の

必

要
上
､

同
年
に

多

年
の

倖

溌
を

や

ぶ

り

邑
i

O

n

㌢

邑
e

g
①

8
ロ
t

き
邑
呂
と
い

ふ

撃
芸
螢
菓
課
税

を

行
つ

た
｡

と

れ

竺
九

望
ハ

年
に

廃
止

さ

れ

た
が
､

一

九

四

七

年
よ

り
､

こ

れ

に

か

竺
て

苫
P

㌢
P

粥

を

課
す
る

盲
と
た
つ

た
｡

一

年
間
の

利

学
事
ボ

ン

下

を

庖
え

る

表
法

人
に

空
し
て

課
せ

ら

れ

る
･も
の

¢古≠

≡
.

撃
滅
∵

㌧
.
キ
ー
L

㌻

ノ
.

√

/

軒

付

⊥

＼
r

♪

㌧

ノ

ニ

㌧
十

?

L



∴

串
チ

ャ
継

､
l
r

÷

束

卜
し

凄
皇
■

づ

㌧

£
如

観
十

■
ノ
嶺

∵
も
･

簿

が
き

ヽ
､

で

あ
つ

て

現

行
の

税

率
は
､

裏
の

留
保

所

得
ほ

1
ハ

ー

セ

ン

㌧

誓
所

得

竺
十

｡

ハ

ー

セ

シ

ー

で

■

雲
二
品
は

形

式
か

ら

み

る

と

二

言
課
税
の

是
認
と
い

ふ

港
入
費
呑
詮
の

立

場
に

接
近

す
る

も
の

で

あ

る
｡

七

日

本
の

現

行

制
度
の

特
性

わ

が

現

行

制
度
は

第
八
の

受
取

野
雷

税

軽
除
法
に

属
す
る
｡

シ

ャ

サ

ブ

勧
告
を

基

礎
と

し
､

準
人

擬
制
説
を

前
提

と

す
る

も
の
■
で

あ
る
｡

あ
る

程
度
の

二

重

課
税

を

認
め

る

が
､

こ

れ
を

綬
和
し

ょ

ぅ

と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

.

参
考
の

た

め

に
､

わ

が

国
の

現

行
制
度
に

よ

つ

て

箆
入
所

得
1

■

雲
量
及
び
一

般
個
人
所

得
(

配
営
金

以
外
の

所

得
)

･の

税

負
塘
を

比

較
す
る

と
､

つ

ぎ
の

表
の

通
り

と

な

る
｡

･(

ェ
(

Ⅰ
)

(

甘
)

(

芭
の

数
字
は

各
所

得
階
段
に

お

け

る

所

得
百

固
に

た
い

す
る

税

額
で

あ
る
｡

(

Ⅰ
)

は

配
首
金

以

外
の
一

般
個
人
所

得
に

た
い

す
る

税

額
で

あ

る
｡

(

Ⅱ
)

は

法
人
税

額
で

あ

る
｡

(

丑
)

で

は

法
人
所

得

頃
全

部

聖
書
れ

た

も
の

と

仮
定
さ

れ
､

添
入

所

璧
日

囲

至
ソ

港
人

望
‡
五

囲
を

控
除
し

た

璽
ハ

十
五

囲
即
ち

個
人
の

活
人

琴
引
受
取

配

首
所

得
に

封

す
る

二

十
五

｡

T
･
セ

ン

ト
､

即
ち

十

六

囲
二

十
五

鏡
を

各
所

得
階
段

の

個
人
所
得
税
か

ち

軽
険
し

た

も
の

で

あ
る
｡

(

Ⅳ
)

は

(

Ⅱ
)

(

甘
)

の

合
計
で

あ
つ

て
､

法
人

税

と

個
人
所

得
税
と

を

競
合
し

た

場
合
■
の

税
額
で

あ

る
｡

(

†
)

性

個
人
の

法
人

税

引

受
取

酎
首

全
日

圃
に

た
い

す
る

穣
頗
で

あ

る
｡

別
の

語
で

ご
ば
､

(

‡
)

■
を

六

十
五

で

険
し
た

商
で

あ

る
｡

現

行

制
度
に

は
､

つ

ぎ
の

特

性
あ

る

七

と

が

明

か

と

た
る
｡

β∂き



海

事

還

薙

A

桝
港
市
胃
い

u

ヽ

丁

担
浄
嶺
時

日

h

顔
固
定
→

C

h

碑
国

事
-

つ

封
毎

日

岩

碑
騙
甲

-
】

u

謝

園

田

-

h

封
回

!
N

O

謝
困

句

N

O

碑
顔

-
旨

謝

固

の

旨

封
回

書
旨

碑
国

一
帯
壷
>
笥

彗
押

(

l

)

O

N

O

N

h

山

○

ひ

山

与

○
中
山

H

岩

瀬
国

1
-

0

0

韓
国

h

O

l

-

0

0

謝
国
叫

静
ノ
､

r

鵠
坤

訟

(

卜
1

苫
弄

1

⊥

斗
■加
付

知
ヰ
)

､ 詳

記 巴 ヒ 巴 巴 訟 訟 巴 訟 壷
′■■ヽ
肖

)

雪男
お疇

書彗芸
⊂〉
) ヽ

壷
>

辞
>
藩
丁

譜
癖
彗

㌔
確

議
瀾
薄

枯
渇
欝
藤
討
-

皇

国
1t

璧
如
ヽ

丁

豊

(

く

〕

6 ∂6

ー ー 〉
ロ ＼ し ) l

､ D の し) ⊂〉 ( 山

N ⊂) ､ J L n h ⊂ 〉 N
(′l (=〉 L 爪 ⊂ ) L n ⊂ ) L n

ト･･･
▲

＼亡〉

岳

山

u

b
0

0

い
】

.

ヾ

u

レ
小

ひ

舛
0
〇

.

〇

レ

00
.

N

小

山

-

岩
.

川

○

-

○

山

戸
㌶

】

小

斗
00
.

〇
〇

N

O

u

-
.

N

u

N

ひ

惣
T

.

L

岩

山

○

{
一

)

(

Ⅱ
)

の

B

が

マ

イ
ナ

ス

セ
不

す
た

め
､

法
人
税
､

個
人

所

得
税
の

合
計

欄
(

野
)

を

み
.

る

と
一

首

囲
に

た

い

す
右

税

額
ほ

A

望
一

十

五

囲
､

B

竺
｢

三
回
七

十

五

鎮
.､

C

は

三

十

五

囲
と

な

り
､

低

宙

所

得
の

部
分
が

逆

進

課

税
と

な

る
｡

他
穫

所

得
と
の

間
の
.
負
括
の

均
衡
と

酪
庫
攻

入
へ

の

影
響
等
を

無
税
し
､

こ

の

道
進

を

除
去

す
る

に

は
つ

ぎ
の

二

方
法
の

う

ち
の

何
れ

か

を

と

ら

た
け

れ

ば

放

ら

ぬ
｡

▲

(

1
)

個
人
瀾

待
祝

よ

り

恩
日

金
を

軽
除
す
る

場
合
の

百

分
率
(

現

行
二

十

雲
-

セ

ン

エ
と

個
人

所
得
税
の

最
低

率
(

親

行
二

十
パ

ト

セ

ン

ュ
と

を
同
一

と

す
る

か
､

ま

た
は

前
者
を

後
者
以

下

と

す
る
｡

例
へ

ぼ

両

者
を

二

十

五
パ

→

セ

ン

ト

と

す
れ

ぼ
(

Ⅳ
)

の

A
､

打
､

C
■
の

税

額
は
､

す
べ

て

≡

十

五

囲
と
な

る
｡

或
は
(

2
)

イ

ギ
㌢

ス

式
の
･
東
泉
徴
牧

法
に

な

ら

ひ
､

A

に

三

十
五

囲
の

梯
戻
を

認
め

る
｡

こ

‥

軒
計

∵

ヂ

一
∴
√

姜



k‾○√Y-空`･･こ
千 丁

〆
て

■7いJ
ヽ

ヰ

瑠

㌢
㌧
す

ゎ

卜
準
r

▲

ノ
■
て

∴
も

∴
拷

と
ゝ
車
′

-

れ
に

よ

る

L
､

(

甘
)

に

お

け

る

A

の

負
括
は

零
と

な
る
｡

.
(

二
)

(

芭
と
一

票
入

所

待
の

税

額
(

Ⅰ
)

を

比

較
す
る

と
､

(

芭
の

誉
簑
竺
十
五

囲
に

始
ま

り

慧
が

五

十

眉
五

表
に

嘗
の

に

反
t
､

■
(

Ⅰ
)

で

簑
に

琶
首
五

十

五

圃
で

警
｡

法
人

苛
詮

笠
脚
し
､

法
人

鳥
人
と

を

誓
七
考
へ

る

と
き
､

野
嘗

金
に

票
す
る

税

率
は
､

表
個
人
所

得
の

琴
合

昆
し

て

反
敢
為

最
策
性
を

示

し
■
て

ゐ

る
｡

(

三
)

法
人

慧
警
と

り
､

莞
を

翌
の

産

婆
単

位
と

解
し
､

法
人

撃
甘
)

姦
成
し
､

笑
罰
受
取

琶
所

得
に

告
す

晶

入
所

得

宗
(

Ⅴ
)

と
､

一

悪
人
所

得
の

複

層
(

1
)

毘

写
る

と

き

は
､

(

Ⅴ
)

は
(

Ⅰ
)

に

比

し

て

き

は
め
て

低
い
｡

畏
Ⅴ
)

の

B

の

部
分
が
マ

イ

ナ

ス

と
な

り
､

不

合
理
で

あ
る
｡

わ

が

国
の

津
入
所

得
課

需
顧

も
､

法
人
の

奮
覿
､

誓
金
､

留
保

所

得
の

性
質
､

他
の

穿
と
の

負
塘
の

均

衡
､

国
民

蛋
的
作

用
､

賢
行
事
務

上
の

便
宜
､

国
庫

実
の

必

要
そ

の

他
の

嘗
素
を

顧
慮
し
て

決

定
す
べ

き

七

雪
｡

し

か

し

い

つ

れ
に

し

て

も
､

上

記

の

低

顔

所

得
に

お

け

る

不

合
理
を

矯
正

す
る

こ

と

は

急

務
で

あ
る

(

哲
｡

■篭
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一

橋
大
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援

∴
ぺ
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岩
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⊥

橋
大
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授

木

村

発

丁

い

㌧

⊥
橋
大
挙
助
手

毛
(

(
〈
‥

ト
ト

り

〓
ト
ト
ー
小

7
■

h

リ

一

〇

濠
人

新

野
竺
一

重

諜

食




